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アメリカでは南北戦争終結直後の1870年、女性参政権運動家ジュリア・ウォード・ハウが、夫や子どもを戦場に送るのを今後絶対に拒否しようと立ち上がり「母の日宣言」（Mother's Day Proclamation）を発した。ハウの「母の日」は、南北戦争中にウェストバージニア州で、「母の仕事の日」（Mother's Work Days）と称して、敵味方問わず負傷兵の衛生状態を改善するために地域の女性を結束させたアン・ジャービスの活動にヒントを得たものだが、結局普及することはなかった。ジャービスの死後2年経った1907年5月12日、その娘のアンナは、亡き母親を偲び、母が日曜学校の教師をしていた教会で記念会をもち、白いカーネーションを贈った。これが日本やアメリカでの母の日の起源とされる。
アンナの母への想いに感動した人々は、母をおぼえる日の大切さを認識し、1908年5月10日に同教会に470人の生徒と母親達が集まり最初の「母の日」を祝った。アンナは参加者全員に、母親が好きであった白いカーネーションを手渡した。このことから、白いカーネーションが母の日のシンボルとなった。アンナ・ジャービスは友人たちに「母の日」を作って国中で祝うことを提案。1914年に「母の日」はアメリカの記念日になり、5月の第2日曜日と定められた。

「母の日宣言」

立ち上がれ、母親達よ

立ち上がれ、愛情深き女達よ

立ち上がれ、信仰の違いを越えて

きっぱりと言おう

大事な問題を、お門ちがいの当局まかせにはしない

殺戮を重ねた夫を、愛撫や喝采で迎えたりはしない

息子達を連れ去って

慈愛と寛容について母親達が教えてきたすべてのことを忘れさせることは許さない

女達の友愛は国境を越える

だから許しはしない

他国の女の息子を殺すための訓練を、自分の息子に受けさせることは

荒れ果てた大地の底から声が湧きあがり、私達女の声と一つになる

「武器を捨てよ！殺人のための刃は正義のものさしにはならない」

血は不名誉を清めはしない

暴力では何ものも獲得できない

男達が鋤や金どこを捨てて戦場に赴くように

女達よ、家事を捨てて偉大な集会に結集せよ

集まったらまず、女として、死者を追悼しよう

人類という大きな家族が平和のうちに生きることができるように語り合おう

それぞれの時代に、為政者ではなく神の刻印が残されるように

女の友愛と人道の名において、心から呼びかける

国境を越えて女の総会を招集しよう

適当な場所を選び、なるべく早い時期に

諸国の協調と

国家間の諸問題の友好的解決と

平和という偉大で普遍的な利益の実現をすすめるという目的のために
